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（乳幼児教育の計画と発展 3単位，実践演習 5単位，乳幼児教育の理論と教授法 3







（体育と健康 3単位，国語 3単位，数学 3単位，環境と自然 3単位，宗教と道徳


























































































































本研究は，「平成2527年度 科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金 若手研究B） 課題番号
25751104 研究課題名：専業母のエンパワメントを目的とした一時保育の意義と要件に関する研究 研究
代表者：井上清美」の一部である。
（1） 1985年にチャイルドケア手当法が成立し，3歳未満児の親は，1990年以降は，公立保育所で保育
を受けさせるか，育児休業終了後に「在宅ケア手当」の支給を受けるかのいずれかを選択できること
が保障された。後者を選択した場合は，子どもが3歳になるまで親がケアすることが提言されている。
さらに，この期間中は親が職を失わないように保障されている（山田，2005）。
（2） フィンランドの保育施設は多様であり，その分類にも様々なものがみられる。山田（2005）は提供
される保育の形態上の違いから，第一に幼稚園，第二にファミリーデイケア，第三にプレイアクティ
ビティの3つに分類しているが，第一の幼稚園にはデイケアセンターが含まれている。
（3） 本稿では先行研究にならい，デイケアセンターを保育所と訳しているが，実際には保育所と幼稚園
の機能をあわせもつ「こども園」に近い施設と考えられる。
（4） わが国の場合，小学校教諭免許（1種）の必要単位数が67単位，幼稚園教諭免許（1種）の必修単
112
注
位数が59単位であることと比べると，その差が大きいことがわかる。
（5） 保健師の資格は，ポリテクニック（職業大学）の学士課程で取得することができる。
（6） わが国では2014年度から「利用者支援事業」が実施されている。2015年に策定された少子化社会
対策大綱では2019年度末までに全国に1,800カ所整備することとされた。利用者支援事業には，基
本型，特定型，母子保健型の3類型がある（柏女，2015）産前から就学までの子どもを同一の主体が
継続的に支援していくというよりは，母子保健と保育，そして行政が分断された状態にあると考えら
れる。
（7） ここでの議論はスウェーデンを対象としており，フィンランドとの違いを考慮する必要性はあるも
のの，福祉政策の基本的枠組みについては北欧諸国に共有されたフレームである。
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